
令和3年12月21日（火）開催
第1回 在宅医療を支える多職種学習会 アンケート結果

参加者 71 名
回 答 47 件
回答率 66.2 %
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問1 該当する所属機関を1つお選びください。

2

病院
5
11%

クリニック（医科）
3
6%

クリニック（歯科）
1
2%

訪問看護ステーション
10
21%

薬局
8
17%

居宅介護支援事業所
8
17%

訪問介護事業所
11
24%

福祉用具
1
2%

問2 所属機関の地域を選択してください。

東胆振４町
1
2%

苫小牧市
46
98%
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問3 該当する職種を１つだけお選びください。
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医師
3
7%

歯科医師
1
2%

ソーシャルワーカー
3
6%

医療事務職
1
2%

薬剤師
8
17%

看護職
9
19%

リハビリ職
2
4%

ケアマネジャー
8
17%

介護職
11
24%

福祉用具専門相談員
1
2%



問4 これまでにオンラインでのグループワークに参加したことがありますか。

ある
28
60%

ない
19
40%
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問5 今回の学習会の時間はいかがでしたでしょうか。

ちょうどよい
34
72%

短い
5
11%

長い
8
17%
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問6 グループワークでは、同職種で課題の共有ができましたか。
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とてもそう思う
12
26%

ややそう思う
25
53%

どちらともいえない
9
19%

あまりそう思わない
1
2%

問7-① 問6の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• オンラインではなかなか難しいテーマだと思います。その中にあって皆さんの率直な意見、感想が聞けて今後の業務に取り組んで
いく上での参考になることが多かったと思います。ただ、やはりオンラインではなく、みなさんとひざを突き合わせての交流や学習が
できればいいなあと思います。早くそういう状況になることを願っています。

• お互い共有しあうことができました
• グループワークによっていろいろな意見の確認ができた
• グループワークを通して、同じような悩みや苦労を抱えているケアマネジャーが多くいる事を知り安心しました
• なかなか話し合う機会がないので情報共有できる場面があってよかった
• ほかの事業所との連携は同職種間ではあまりないため実際のところはどうなのかなど気になっていた部分でもあったので話すことが
できてよかった

• 意見交換ができたため
• 今までの実体験を含め思った事を聞く事が出来ました
• 事務職の参加が少なく、個人的に問題共有があまり出来なかった
• 自分とほぼ同じような考えを確認できたから
• 自分と同じ意見を持った人がいたり、色々な意見や新しい発見があって知れてよかったです

＜情報共有、意見交換＞
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問7-② 問6の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• 情報共有の大切さについて共有できました
• 色々な意見があるが皆共感できた
• 新しい情報がもらえました
• 新しい情報を面倒がらずに連絡しあうという事が共有できました
• 他の参加者の意見が聞けたから
• 働く環境は違っても課題が似ていたりしたので、在宅を進める上では情報共有が重要であることの大切さを再認識できたため
• 同施設での勤務なので共有はしっかりできていると改めて感じました
• 有意義なディスカッションができたため
• 自分ではしなかった発想があったから
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問7-③ 問6の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• 他の事業所が求めている要求が可視化された為、今後の業務に活かしていきたい
• 他医療機関でも同じような事象があり、同職種として確認することができたため
• 今後の課題について意見をまとめられたため
• 自分の職能について役割を痛切に感じられました
• 病院の対応について理解できたから
• 普段の業務を振り返り考える事ができた
• 1人の利用者さんの情報を関わる人が皆同じ情報を共有することができればいいと思います

＜今後の課題・対応＞
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問7-④ 問6の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• グループの人数も少なく、同事業所のスタッフが多かったため
• テーマに沿っての話は出来たが、今回のテーマはリハ職にとってそれほど重要ではないと感じたため
• ワークの進め方、事前のペーパーがわかりにくかった。発表するべき課題が明確だと話し合いも活発になるのかと思いました
• 課題の論点が見えにくかった、事前資料の意味がよくわからなかった
• 手元に議論の材料があることで、話し合いが円滑に進んだと感じるが、メッセージシートの内容が多岐にわたるので、グループ
ワークの時間では議論しきれなかった。人数（所属機関）が少なかったこと、グループ内でも同職種ではない方もおり一部議論
に入りきれない参加者の方がいた状況もあった。

• 同職種というには少し幅が広い印象だった
• 自分の心構えや準備不足で主旨を理解出来ておらずついていけなかった
• 途中参加で不参加のため

＜グループワークについて＞
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問7-⑤ 問6の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• 時間が短かった
• 予想された回答だったと思う
• 話し合いの方向性がわからないまま、突然話し合いの項目がわかった状況だったので、あまり意見を出せず、司会者には申し訳
なかった

• 在宅を専門に行っていないので、困難だった
• 自分が未経験の部分もあり、問題点が把握しにくかった

＜その他＞
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問8 グループワークで共有した課題から、他職種との今後の連携のあり方に
繋がりましたか。
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とてもそう思う
11
24%

ややそう思う
27
59%

どちらともいえない
8
17%

問9-① 問8の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
• 今まで以上に情報の共有が出来そうですし、“こうして欲しかった”の意見から次に繋げていけたらと思いました
• 今後の多職種との関わりの参考になりました。今後の業務に活かしたいです。
• 課題についての考え方を共有したことにより今後の実践に生かせると感じました
• 様々な職種の連携を深めることで、より良いサービスに繋がると再認識できた
• 他職種の方々がどのように思っているかがよく分かって次に活かせることができます
• 他職種の方々が必要と感じていることやこうしてくれるとより仕事が進めやすいなどの話を実際に聞くことはあまりできないため
• 他の方の意見を聞く事で自分のこれからの業務の参考になった
• 他職種さんの意見は参考にしよう、そうしてみようと思います
• 他職種の意見が聞けて参考になったから
• ケアマネジャーの皆さんが同じような悩み、問題意識をもっていることが励みになりました。もう少し時間があればもっと深まると思
いました。

• 他社での取り組みを参考にできた
• 情報発信の方法やタイミングなど他機関でも同様に悩みとして共有できたので
• 双方の職種でどちらかが積極的にコミュニケーションをとれば解決する問題がたくさんあると感じた
• 他職種のかたがたの本音が聞けたから、特に情報共有の重要性が確認できた 14

問9-② 問8の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
• 普段ケアの時にかかわることが多い職種の方たちとはなんとなく連絡しやすい部分だったがあまり関りが無い所だとどのように連絡を
取ってよいのか迷うところでしたがどの職種の方も情報は欲しいとのことだったので積極的にかかわって連絡をしてみたいとおもった

• 意思の疎通が大切だと改めて認識できたから
• 共有する事で仕事がスムーズに行なえる
• 他職種との報連相を実現したいと思いました
• 多職種とのコミュニケーションの大切さがよりわかりました
• 特に医師との繋がりがあると心強くなれると思う。利用者との繋がりにも通じるものがある
• 薬局の方に何度も来てもらうのが悪いと思っていたけれどそう思ってないのだとわかった
• 利用者さんに関わった時に、共有の情報が、役にたつと思います
• 率直な意見が聞けて、有意義な会でした
• お互いに、何を必要としているのかを伝え合いながら、情報共有していく必要があるとわかった。共通のツールがあれば良いのかも
とも思う。

• お互いに共有したい思いがあれば良いと思います
• お互いの立場を尊重し、思いやって、情報共有する事が望ましいと感じました
• 情報共有の仕方を考える必要がある 15

問9-③ 問8の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
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• グループ内の司会者が上手にすすめてくれていたがオンラインでの参加が初めてだったため不慣れからよくわからないまま終了した
• 医師への報告書の内容など、見直さなければならない点に気が付けたため。自分に在宅の経験があまりないので、看護師や他
の業種の方とはまだどう連携して行ったら良いのかイメージが湧かなかった。

• 事前の意見から職種内の課題見直し・連携方法を検討するにはとても良いきっかけとなる機会であった。ただし、時間の関係で
議論が深めきれず、話題を掘り下げきれなかった。職種内の意見の集約やあり方検討には、もう少し時間をかけて行うことが必
要ではないかと感じた。

• 福祉用具とヘルパーとの接点が難しく、なかなか会話が弾まず良い方法などは生まれなかったと思います。共通して言える報連
相の大切さ、他職種との連携の大切さは実感できました

• 在宅について、昨年度から携わったので
• 自分が未経験の部分もあり、問題点が把握しにくかった
• 毎回、課題としてあがっている内容が同じのため
• 連携を密にすることは普段から取り組んでいるため、特に新しい発見はなかったから
• コロナ禍が落ち着かないと何とも言えない
• 途中参加で不参加のため



問10 全体発表は今後の多職種連携に役立つと思いますか。
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とてもそう思う
18
39%

ややそう思う
22
48%

どちらともいえない
4
9%

あまりそう思わない
2
4%

問11-① 問10の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
• グラフィックレコーダーのまとめのシートはとてもわかりやすかったです
• グラレコのまとめは、とても分かりやすかった
• スタッフ同士連携をとりながら情報共有は大切なことだとおもいます
• それぞれの職種により得たい情報等について知ることができました
• それぞれの職種の意見や想いが知れて今後の連携がもっとしやすくなるのではないかと思いました
• それぞれの立場からの見方で参考になると思います
• なかなか接点がない方々の意見を知れて良かった
• 各グループのメッセージシートが共有（配付）されていず、グラレコの説明だけでは事前意見については十分に把握できない面
もあったため、手元に全グループのメッセージシートがあった上で各グループの報告を確認できるとより理解が深まるように感じた。

• 各職種・機関により、考え方が異なること。人の入れ替わりがあり、意識統一が難しいため。
• 繋がりを持ちたいと思う人の志がある
• 個々それぞれの意見交換あり連携に繋がると思います
• 今後の参考になることが多々あった
• 今後の多職種間の連携に役立つと思いますので、最後にまとめた資料が欲しいです
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問11-② 問10の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
• 在宅に関わる職種間で、お互いがどのようなことをしているか知れたり、今後薬剤師として在宅を行なう上での役割なども全体
的に意識共有できたことが良いきっかけになると思ったらため

• 自分たちに何をしてほしいのかは直接聞いてみないとわからないから
• 主観的な考えを聞くことで学びになった
• 情報を沢山共有する必要があると再認識しました
• 色々な職種の方から見たケアマネに対する意見も聞かれ、参考になりました
• 色々な職種の話しは聞ける事ないけれど色々な意見をきけてとても参考になりました
• 正直、今回の話にリハ職は必要だったのかと疑問でした。ペーパーだけで十分だった印象です。
• 他の業種の方の考えや気持ちを知ることが出来たため
• 他の職種の意見や考え、気持ちが理解できたから
• 他の職種の思いや考えを聞くことができた
• 他の職種の方がどの程度の問題として捉えてくれるのか、疑問もあった
• 他職種がどのように考えているかを聞く事が出来た
• 他職種から求められていることを知ることができた
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問11-③ 問10の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。
• 多職種で問題点を共有できる
• 多種職連携を初めて行うので
• 多職種の現状が理解できたから
• 多職種の方の意見や感じていることを確認できたので今後は今日の話から積極的にいろいろな職種の方と連絡を取り合い情
報を交換しながらより利用者様や家族に安心して生活が送れるようにお手伝いしていきたいと思った

• 多職種の方の思いや考えが良くわかりました
• 第1回の学習会だと思いますが、やはり１回だけでは不十分だと思います。２回、３回とこのような機会が増えることによって議
論なども深まっていくのではないでしょうか。今後もこのような機会を設けていただきたいと思います。

• 伝える努力はすべきだと思いました
• 同事業所のグループになっていたため、意見が重なったため
• 発表に時間がかかり、リハビリは蚊帳の外のような感じがした
• 毎月開催して連携し情報交換ができれば良いです
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問12 今後の多職種学習会のグループワークはどのような形式を希望しますか。

一事例を多職種で

グループワーク
31
70%

一事例を同職種で

グループワーク
13
30%
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問13 今後、多職種学習会で取り上げてほしい事例はありますか。（複数回答可）

29

25

5

6

3

16

29

1

1

1

0 5 10 15 20 25 30 35

がん末期

がん以外の末期（老衰を含む）

呼吸器疾患

脳血管疾患

心血管疾患

神経難病等の特定疾患

認知症

精神疾患のある同居者家庭の支援

高次脳機能障害

DNARではなく、ACPについて

その他（自由記載）
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問14-① その他、多職種学習会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。
• ありがとうございました。
• グラフィックコーディネーターのまとめ方など大変参考になった
• グラフィックペーパーは感動しました。あの短時間で全グループのまとめを分かりやすく紹介してくれて視覚的にもとても分かりやす
いものでした。また、その紹介の仕方も要点を的確にとらえた紹介で説明もテンポよくとても良かったと思います。

• グラフィックレコーダーがとても良かったです。感動しました。最後のまとめのグラフィックレコーディングをいただきたいです。
• グラフィックレコーディングがとても分かりやすく良かった。オンラインでの研修は参加しやすい。全体の研修時間の流れも参考資料
として提示してもらえるとよかった。（確認資料のみを最初に見たときには意図がわからずケアマネに対しての苦情意見かと思い
ました）

• グラフィックレコーディングが素晴らしかった。特に、グループリーダーの全体発表をリアルタイムで作成していくことに感動しました。
• グラフィックレコーディングについては、分かりやすく良かったのですが、同じ内容の繰り返しとなるので、聞くことに疲れてしまいまし
た。その分違う部分に時間を有効に使ったほうが良いような気がしました。

• グラフィックレコーディングはすごくわかりやすくよかった
• グラフィックレコーディングは視覚的に良いと思いました
• グラフィックレコーディングは理解をするのに大変役に立ちました。
• グラフィックレコーディングを初めて見ましたが、聴覚だけで研修する事が、視覚も含めて頭に入ってくるので、ポイントがつかめやす
く大変良かったと思います。 23

問14-② その他、多職種学習会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。
• グラフィックレコーディングを初めて拝見しました。わかりやすくてすごい技術だと思いました。ありがとうございました。
• グループの中に医師がいると面白い
• とにかく時間が長く、省ける所は省いた方が良いと思います。時間が押している中、全グループ発表する必要はないのではと感じ
ました

• みんなで討論できる会もあっていいかも？
• もう少し時間に余裕があればより良かったかなと思います。また、いきなりグループワークではなく前置きの説明（参加人数や話
題について）があってからの流れの方がわかりやすいかと思います。できれば対面での意見交換の方がより活発な意見交換がで
きるかと思います。

• 各グループの内容を全体で共有することも重要ではあるが、自職種と他職種の関係性の検討を深化させることが目的であれ
ば、敢えて全体共有を削ってもグループ議論に時間を振っても良かったかも知れない。グラレコについては、視覚的に有効な方
法ではあると思うが、リアルタイムで行うと発言のポイントがずれて理解されている面もあったので一長一短であると感じた。

• 今日はありがとうございました。多職種の方の意見なども聞くことができてよかったです。今後もこのような会に積極的に参加して
いきたいと思います。

• 事前のメッセージペーパーの内容では、リハビリへの要望などが他職種と比べとても少なく、また、グループも少人数で同事業所の
職員が多かったことから、ディスカッションも密に行うことは難しかったです。グループディスカッションは良いと思いますが、グループの
発表は全てのグループではなく抜粋し、総括頂いても良かったと思いました。発表内容の方向性もグループによって違いがあり、
何を議論したら正しかったのか正直わかりませんでした。
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問14-③ その他、多職種学習会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。
• 事前の配布資料を明瞭にして欲しい。
• 少ない時間なのでグラレコで整理しての時間の要検討
• 短時間で要点をまとめ、とても見やすく、頭に入りやすかったです。
• 訪問歯科の情報、報告が欲しいとの要望が沢山ありましたが、具体的にはどんな情報の事かわからなかった
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